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市議会だよりふっさ

再生紙を使用しています。

主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２～４面
◆行政視察報告………………４面
◆予算審査から………………５面
◆可決等された案件…………６面
◆議案の審議結果……………７面
◆委員会の審査…………７～８面
◆特別委員会活動……………８面
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令和５年度予算を可決令和５年度予算を可決 一般会計及び各特別会計一般会計及び各特別会計
407億6,419万6千円407億6,419万6千円

令和 5 年度　一般会計予算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和 5年度 令和 4年度歳　入 歳　出

分担金及び負担金
繰越金
地方譲与税
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金
環境性能割交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
自動車取得税交付金

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

予備費
農林水産業費

歳入合計　272 億 8,000 万円 歳出合計　272 億 8,000 万円

市　　　税
国庫支出金
都 支 出 金
地方交付税
基地交付金
地方消費税交付金
繰　入　金
市　　　債
使用料及び手数料
諸　収　入
法人事業税交付金
そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

消　防　費

公　債　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

80億9,224万円（29.7％）

58億1,764万円（21.3％）

40億3,504万円（14.8％）

29億6,928万円（10.9％）

17億5,278万円（6.4％）

3億9,479万円（1.5％）

13億7,100万円（5.0％）

11億2,688万円（4.1％）

2億890万円（0.8％）

3億6,016万円（1.3％）

5億4,529万円（2.0％）

6億600万円（2.2％）

132億8,720万円（48.7％）

44億3,250万円（16.2％）

23億2,620万円（8.5％）

25億7,873万円（9.5％）

9億4,704万円（3.5％）

7億185万円（2.6％）

18億6,771万円（6.8％）

2億1,709万円（0.8％）

2億8,549万円（1.0％）

5億1,445万円（1.9％）

1億2,174万円（0.5％）

〜〜 〜〜

令和５年
第１回定例会
２月28日～３月28日

Facebook

Twitter

▲多摩川沿いの桜
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福祉バスについて

障害児及び特性のある子どもへの支援について

いじめ防止について

福生市の健康づくり及び体力づくりについて

子宮頸がん予防ワクチン接種の現状等について

▲福生市福祉バス（つつじ号）

▲いじめ防止サミットの様子

▲福生七夕まつりのポスター

▲市内小学校の体育館

　質問　本市が交通弱者対策として
独自に実施している福祉バスは、高
齢者の重要な交通手段の一つとして
定着している。市長の施政方針では、
福祉バスについて利便性の向上に努
めるなどの発言があったが、具体的
な検討状況について伺う。
　市長　福祉バスの利便性の向上に

　質問　令和４年３月定例会の一般
質問では、児童発達支援センターの
設置に向けて動いているとの答弁だ
ったが、その後の準備状況を伺う。
　市長　令和４年夏に運営形態の異
なる４自治体の児童発達支援センタ
ーを関係部署職員で視察し検討を進
めたが、現時点では既存施設の福祉

　質問　令和５年１月に開催の「い
じめ防止サミット」について、開催
の経緯や内容、成果等について伺う。
　教育長　福生市いじめ防止対策基
本方針に位置づけられる取り組みで、
令和４年度は４年ぶりに開催した。
児童・生徒自らがいじめについて主
体的に考えることで、いじめ防止へ

　質問　本市における高齢者の健康
づくり対策の現状と課題を伺う。
　市長　対策のポイントには栄養の
摂取、体力維持、社会参加、健康な
口腔の維持があり、様々な事業を実
施している。課題として、感染症の
心配から対面相談や各種教室等へ足
を運ぶ人が減少していることや男性

　質問　本市の子宮頸がん予防ワク
チン接種及びキャッチアップ接種等
の現状について伺う。
　市長　ワクチン接種は令和４年４
月から対象者へ積極的勧奨を再開し
た。接種者数は定期接種が令和４年
12月末現在で延べ98人で、前年度よ
り大幅増。キャッチアップ接種は同

向け、これまで市民の意見や利用者
数の推移、運行状況、市内道路交通
状況などを考慮し、検討を重ねてき
た。現在、最終的な改善の方向性を
確認したところだが、改善内容は、
バス１台の増便、新たなルートでの
運行、中央図書館への乗り入れのほ
か、安全運行に努めるための見直し

センターの活用を軸に進めることが
最善と考える。引き続き検討を進め、
令和５年度中に事業内容を示したい。
　質問　家庭と福祉、教育がより一
層連携してインクルーシブを進める
ため、ユニバーサルデザインの保
育・教育を市のこども計画に取り込
むべきと考えるが、見解を伺う。

の機運を醸成することを目的とした。
各小・中学校の代表が一堂に会して、
対面による議論を実施し、市内全学
級でサミットのライブ配信を視聴し
た後、同じ事例を基にいじめに関す
る学習を実施した。一人一人が自分
たちにできること等を考え、話し合
うなど、いじめについて主体的に考

の参加者が少ない傾向が見られるこ
とから、オンライン配信などデジタ
ル化の推進も進めていく。
福生七夕まつりについて
　質問　令和５年の開催は、例年の
８月から７月に、日数も４日から２
日に変更されたが、その経緯を伺う。
　市長　企画委員会での検討で、近

月末現在で延べ158人。他の予防接
種と同様、市外からの転入者へも個
別通知し、周知に努めている。
社会体育活動における学校体育施設
の管理等について
　質問　活動において、小・中学校
の体育館等の施設が使用されるが、
利用状況や維持管理等について伺う。

も図り、中央図書館のリニューアル
オープンと合わせ、令和６年１月か
らバス３台で３コースの運行とする
予定。今後、改正ルート案の検証や
関係機関との調整等の準備があるた
め、令和５年第２回市議会定例会に
補正予算を計上し、具体的な内容を
お示ししたい。

　子ども家庭部長　障害がある子ど
ももそうでない子どもも、公平に保
育や教育を受けられるという意味に
おいて、インクルーシブ保育は構想
として盛り込むべき内容。こども計
画の具体的な内容については、国が
策定するこども大綱の内容を受けて
から検討する。

える機会を設定。成果として、参加
した児童・生徒からは「多くの人の
考え方を尊重していくことが大切と
実感した」等、教員からは「個々がよ
く考え、互いの意見を聞き合う姿勢
が見られた」等の感想があり、いじ
めを絶対に許さないという機運の醸
成につながったと捉えている。

年の猛暑傾向に加え、新型コロナウ
イルス感染症対策としてマスク着用
が必要な場合、熱中症発症のリスク
が高くなることから、少しでも平均
気温の低い７月初旬の開催とし、２
月開催の実行委員会で７月８日・９
日の２日間に決定した。４年ぶりの
開催を大いに盛り上げたい。

　教育長　令和４年度の利用状況は、
１月末現在で利用件数2609件、利用
人数延べ５万2203人とコロナ前の水
準に戻りつつある。施設の維持管理
は、日々の点検のほか、専門業者の
定期点検を年１回夏季休業時に実施
している。点検の結果、不具合があ
るものは適宜修繕を行っている。

今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は５月中旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶︎福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

正和会
武藤 政義 議員

正和会
佐藤 弘治 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
幡垣 正生 議員

正和会
小澤 芳輝 議員
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子どもの意見をまちづくりに活かすことについて

各種ワクチン接種助成について

道徳教育の一層の充実について

シルバーピアについて

都市計画道路３・３・３０号武蔵野工業線（産業道路）の今後の延伸について

▲青少年の意見発表大会の開催チラシ

▲現在の福生３・３・３の１号新五日市街道線

▲市内シルバーピアの外観

▲一部開通されている３・３・３０号武蔵野工業線

　質問　本市の市政における子ども
の意見を聞く取り組みについて伺う。
　市長　これまで、都市計画マスタ
ープラン等各種計画の策定時にアン
ケートを実施したり、青少年の意見
発表大会や子ども議会など、子ども
の意見を直接的に聞く取り組みを長
年実施している。令和５年４月施行

　質問　白血病等で骨髄移植や化学
療法を受けた方は、定期予防接種で
獲得した免疫が低下、消失し、再接
種に高額な費用がかかっている。費
用の助成について、所見を伺う。
　市長　現行の予防接種法では、定
期接種としての対応は想定されてお
らず、自治体独自の助成事業となる。

　質問　本市の小・中学校における
道徳科の現状と課題について伺う。
　教育長　道徳科の授業は、各学校
で週１時間実施。知識としてではな
く、児童・生徒自らが自分事として
じっくりと自己を見つめて考える指
導が重要である。課題は、教師の指
導力の向上。研修会への参加や「道

　質問　入居者が高齢のため、空室
発生の見通しが難しいと思うが、退
去後の内装工事やハウスクリーニン
グはどのように計画しているのか。
　市長　単身の高齢者が多いため、
施設への入居等により急に退去者が
増えることがある。様々な事由が影
響するため、見通しは立ちづらいが、

　質問　計画では、福生第三小学校
の前を通ることになっている。小学
生がたくさん通行する地域に大きな
道路ができることを地元住民は望ん
でいないと思うが、今後の計画につ
いて伺う。
　市長　昭和36年10月に都市計画決
定され、現在富士見通りから多摩橋

のこども基本法の基本理念では、子
どもの意見表明の機会や多様な社会
的活動への参画機会を確保すると明
記されており、さらに積極的に子ど
もの意見や権利を尊重していきたい。
　質問　子どもの権利や意見を尊重
する具体的な取り組みは。
　子ども家庭部長　子どもの最善の

令和４年度時点で東京都26市中17市
が実施。福生市医師会とも相談しな
がら課題等を精査し、都の補助事業
の活用も含め、検討していきたい。
福生３・３・３の１号新五日市街道
線整備の進捗について
　質問　東京都が事業施行期間の５
年延長を届け出た。進捗について市

徳教育推進教師連絡会」を活用し、
指導方法の改善に取り組んでいる。
我が国と郷土を愛する心の醸成につ
いて
　質問　令和３年12月定例会で、教
師用指導資料を改訂していくとの答
弁があったが、その後の進捗を伺う。
　教育長　「小・中学校における『ふ

空室が発生し次第、順次内装改良工
事を進めている。
電子図書館について
　質問　導入に至った経緯を伺う。
　教育長　サービス内容や経費等、
様々な課題があったが、解決に向け、
調査研究を行ってきた。本市の児童・
生徒はｉＰａｄを活用できるため、

通りまでが施工中で、その先の新奥
多摩街道までの区間は未施工。平成
28年３月に都と特別区及び26市２町
が策定した、「東京における都市計
画道路の整備方針」の中では、多摩
橋通り以南は優先整備路線に指定さ
れておらず、令和元年11月に見直さ
れた基本方針でも変更はない。一方、

利益の観点から、多様な手法で様々
な子どもの声を聞くことが重要と考
える。現在、国において子どもの意
見反映プロセスの在り方に関する調
査研究を実施しており、これを受け、
「こどもまんなかふっさ」の新たな
スローガンの下、今後も幅広く子ど
も政策を展開したい。

が把握していることを伺う。
　市長　令和２年度から用地取得を
進めて、まだ１～２％の取得率にと
どまるが、道路拡幅に支障となる横
田基地内の米軍施設の移設等も防衛
省や関係機関と協議を進めていると
のこと。都に対し引き続き早期完成
を要望するとともに協力していく。

るさと福生に対する愛着と誇りを醸
成する教育』について」は、市制50
周年や全児童・生徒へのｉＰａｄ配
備があったこと等を考慮し、改訂を
進めてきた。今後、令和５年４月に
改訂版の電子データを市内全教員へ
配信し、ふるさと福生への愛着と誇
りを培う教育の推進を指導していく。

導入により読書活動推進の足掛かり
になると考える。また、文字拡大や
音声読み上げ機能等により、高齢者
も便利に本を閲覧できる。庁内でも
検討を重ねた結果、電子図書館の導
入は必要性が高いとの認識により、
市のＤＸ推進の一環として令和５年
度の予算計上に至った。

基本方針では、社会経済情勢の変化
や道路のニーズを踏まえて都市計画
道路の不断の見直しを行うことが示
され、整備または変更についてさら
に検討が必要。将来のまちづくりに
おける広域的な視野で進める一方、
地域の実情を勘案し、市民のご意見
も伺いながら都と協議していきたい。

防犯対策について

▲ふっさ�わたしの便利帳の表紙

　質問　本市の犯罪件数と、防犯対
策としての自動通話録音機貸与事業
について伺う。
　市長　本市の刑法犯認知件数は平
成16年の1469件をピークに年々減少
し、令和４年は312件で、うち特殊
詐欺被害の認知件数は９件。自動通
話録音機貸与事業は、特殊詐欺によ

る被害防止を目的に平成27年度に東
京都の貸与事業と並行して開始した
もので、これまで1300台余りを希望
された市民全員に貸し出すことがで
きている。
｢ふっさ　わたしの便利帳｣について
　質問　日常生活に役立つ情報を掲
載した冊子「ふっさ　わたしの便利

帳」の経緯と現状について伺う。
　市長　平成23年度以降、官民協働
事業として、市の費用負担なく作成
及び全戸配布を行ってきたが、平成
29年度で便利帳掲載事業を終了した
ことに伴い、財政負担や電子化の進
展などの点から、現在は市ホームペ
ージに公開し、対応している。

正和会
小林 貢 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

正和会
石川 義郎 議員

公明党
原田 剛 議員

正和会
串田 金八 議員
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「こどもまんなかふっさ」の構築について

ケアリーバーへの支援について

学校給食費の無償化について

高齢者補聴器の購入費の助成について

子どもの生活支援の今後について

▲４月に新設された子ども政策課の窓口

▲小中学生に配布したチラシの一部

　質問　「こどもまんなかふっさ」
の基本的な考え方や取り組みを伺う。
　市長　「こどもまんなかふっさ」
は、国が提唱する「こどもまんなか
社会」になぞらえた新たなスローガ
ン。令和５年４月に国においてこど
も家庭庁が設置され、子ども政策を
総合的に推進するための方針「こど

　質問　ケアリーバーとは、ケア（保
護）とリーバー（離れた人）を合わ
せた造語で、児童養護施設や里親家
庭等の社会的養護経験者のこと。日
本では、原則18歳到達後、その養護
から離れ自立を求められるが、頼れ
る大人が周囲におらず、孤立、生活
苦に陥ることが問題視されている。

　質問　現在、学校給食費無償化は
全国的に大きなムーブメントとなっ
ている。本市が多摩26市で最初に無
償化を行えば、子育て世代の転入や
少子化対策が期待できる。また、本
市は積立金の取り崩しもなく臨時財
政対策債の発行も必要ない、余裕の
ある予算組み。これまでの待ちの姿

　質問　現在、高齢者補聴器の公費
助成は、障害者認定された高度難聴
者に限られている。最近は、補聴器
購入助成を行う自治体が増えてきて
いるが、本市の所見を伺う。
　市長　助成については、東京都市
長会が都に対し補助の充実を要望し
ており、現時点で本市において購入

　質問　現在、日本の子どもの貧困
割合は６人に１人となり、以前より
増加している。市として、今後どの
ように子どもたちの暮らしを支えよ
うと考えているか伺う。
　巿長　令和５年度からこども食堂
への支援、子育て支援カード事業の
拡充等を行い、国の政策を待たずに

も大綱」が策定される。これを受け、
市でも子ども家庭部に子ども政策課
を設置し、「こども計画」を策定予定。
今後も「子育てするならふっさ」と
「こどもまんなかふっさ」の両輪で
積極的な政策を展開していく。
福生市における誰ひとり取り残さな
い教育について

誰一人取り残さない社会を目指し、
ケアリーバーの孤立を防ぐ必要があ
ると考えるが、所見を伺う。
　市長　本市では児童養護施設を退
所した方に限らず、すべての方に対
して、健康面、生活面、経済面、仕
事や人間関係等、本人の訴えに応じ
て各担当部署が相談を受け、関係機

勢から攻めの姿勢に転換することで、
給食費無償化のムーブメントを決定
的なものにし、国や都を動かすこと
につながると思うが、見解を伺う。
　教育長　学校給食費は、学校給食
法第11条第２項に保護者の負担と
すると明記されている。学校給食費
の無償化は国等において法律改正な

費助成の予定はないが、国や都の補
助がなされた場合には検討したい。
入札等の公契約の制度について
　質問　福生市競争入札参加事業者
等審査会の役割と、Ｐ点（総合評定
値）の設定基準について伺う。
　市長　本審査会の役割は、市の競
争入札または随意契約による契約を

福生の子どもたちに対する支援を展
開する。また、令和５年度に設置す
る子ども政策課を中心に「こどもま
んなかふっさ」の新たなスローガン
のもと、子育て世帯への経済的な支
援にもしっかりと取り組んでいく。
福生市のヤングケアラーについて
　質問　家事や家族のケア等を日常�

質問　「令和における福生市立学校
の在り方検討委員会」の令和４年度
のまとめと今後の展開を伺う。
　教育長　小中一貫校の導入をテー
マに５回開催した。令和４年度最後
の委員会では、これまで協議を重ね
た事項に関する意見を整理し、今後
は提言として報告書をいただく予定。

関と連携した支援を行っている。緊
急の場合は、生活困窮者自立支援事
業の窓口で対応、長期的には、相談
をする際に迷うことがないよう、ま
た、各制度対象から誰一人取り残さ
れないための施策として、重層的支
援体制整備事業を移行準備期間を経
て実施していく予定である。

どがなされた上で対応すべきものと
考えるため、現時点では実施する予
定はない。学校給食費の無償化を開
始した自治体は、地域性や財政状況
等を鑑み、当該自治体独自の事情で
行っているものと捉えている。今後
も、国や東京都、他自治体の動向を
引き続き注視していく。

適正かつ公正に行い、入札制度の適
正化を図るために必要な事項の審査
等を行うことである。Ｐ点は国土交
通省の中央建設業審議会が設定する
が、基準については、制限付一般競
争入札の参加資格要件として告示す
る場合等を除き、市の公正な入札を
確保するため非公開としている。

的に行う18歳未満の子ども、ヤング
ケアラーへの支援の取り組みを伺う。
　市長　要保護児童対策地域協議会
による見守りや、地域全体で理解を
深めるための講演会を開催。また、
市内全小・中学生向けに、相談でき
る場所を周知するチラシの配布等を
行い、支援に取り組んでいる。

公明党
五十嵐 みさ 議員

公明党
青木 健 議員

日本共産党
池田 公三 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

行政視察報告 　全国の市町村の特色ある施策を今後のまちづくりの参考にするため実施した先進市視察について報告します。
　視察報告書の全文を市議会ホームページに掲載しています。（右のＱＲコードよりご覧いただけます。）

議会運営委員会 令和５年１月24日（火）～ 25日（水）　視察先：兵庫県西脇市
① 議会改革の取り組みについて
市民参画、情報共有、議会機能強化が議会改革の柱として位置付けら

れている。議会報告会、市民団体との課題懇談会、高校生版報告会など
福生市議会にはない取り組みが行われている。委員会などの公式の会議
は、全てネット中継され、議論の過程を市民と共有できる環境を整備し
ている。議員研修も充実し、審査能力及び政策力強化が図られている。

② 議会ＤＸの取り組みについて
平成27年にタブレットを配布。議員専用Wi-Fiを

整備し、議場や委員会室への議員個人のパソコン・タブレット端末等の持ち込み
を許可した。災害発生、感染症蔓延防止の観点からオンラインにより委員会に出
席することが認められている。令和４年９月にはオンラインによる常任委員会を
開催。有志による近隣自治体のDXの取り組みについて調査が行われている。

兵庫県西脇市での
視察の様子▶︎
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令
和
５
年
度
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
予
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
事
業
の
内
容
や
財
源
を
盛
り

込
ん
だ
実
施
計
画
書
等
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
２
７
２
億
８
千
万

円
を
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

　
審
査
中
に
予
算
の
組
み
替
え
動
議
が
委
員
よ
り
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
予
算
１
３
４
億
８
４
１
９
万
６
千
円
が
提

出
さ
れ
、
市
民
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
適
用
に
よ
る
企
業
会
計
方
式
の
下

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
通
算
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
、
缶
入
り
パ
ン
や
ア
ル

フ
ァ
米
、
粉
ミ
ル
ク
や
備
蓄

用
飲
料
水
な
ど
、
令
和
５
年

度
内
に
消
費
期
限
が
到
来
す

る
災
害
用
備
蓄
食
糧
等
の
入

れ
替
え
が
あ
る
。
板
面
貼
り

替
え
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

他
工
事
費
４
１
０
万
１
千
円

に
含
ま
れ
て
お
り
、
案
内
標

識
改
修
工
事
と
し
て
、
劣
化

し
た
避
難
場
所
案
内
標
識
３

か
所
と
同
撤
去
工
事
と
し
て

１
か
所
分
を
計
上
し
て
い
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
率

が
上
が
る
こ
と
に
よ
る
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
が
安

価
に
取
得
で
き
、
利
用
時
間

も
午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後

11
時
ま
で
と
利
便
性
も
高
い
。

便
利
さ
を
実
感
す
る
方
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ー
ド

を
取
得
し
て
い
な
い
方
の
申

請
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
窓
口

に
来
庁
し
て
証
明
書
を
取
得

す
る
人
が
減
る
こ
と
で
、
混

雑
の
緩
和
に
つ
な
が
る
な
ど

の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　
委
託
料
増
額
の
理
由
と

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
配
合
に
つ
い
て
伺
う
。

　
委
託
料
を
増
額
し
た
理

由
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
に

よ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
価

格
及
び
運
搬
費
の
上
昇
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

　
予
算
の
特
徴
を
伺
う
。

　
前
年
度
比
11
億
円
、４・

２
％
増
の
２
７
２
億
８
千
万

円
で
、
２
年
連
続
で
過
去
最

大
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
第
８
波
の
影
響
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ
る
物

価
高
騰
な
ど
、
今
後
の
財
政

需
要
が
不
透
明
な
中
、
新
規・

改
善
事
業
の
精
査
、
既
存
事

業
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の

削
減
に
取
り
組
む
一
方
、
中

央
図
書
館
改
良
事
業
な
ど
の

大
規
模
建
設
事
業
や
出
産
・

子
育
て
伴
走
型
支
援
事
業
な

ど
の
子
育
て
支
援
策
の
強
化
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
を
積
極
的

に
盛
り
込
ん
だ
。

令
和
５
年
度
の
製
造
分
は
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

配
合
は
な
い
。
令
和
６
年
度

か
ら
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
配
合
し
た
指
定

収
集
袋
に
す
る
こ
と
で
環
境

負
荷
の
低
減
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　
産
後
ケ
ア
の
利
用
者
負

担
の
減
免
及
び
適
正
化
に
つ

い
て
、
事
業
内
容
の
詳
細
を

伺
う
。

　

利
用
者
負
担
の
減
免

は
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
必
要

と
す
る
非
課
税
世
帯
以
外
の

全
て
の
産
婦
に
対
し
て
拡
大

す
る
も
の
で
、
１
回
上
限
２

５
０
０
円
、
１
人
に
つ
き
５

回
を
予
定
し
て
い
る
。
適
正

化
は
、
短
期
入
所
型
の
料
金

設
定
を
現
行
の
１
日
単
位
か

ら
１
泊
単
位
に
変
更
す
る
も

の
で
、
利
用
料
金
の
設
定
を

見
直
し
、
委
託
先
の
事
業
所

か
ら
継
続
的
に
安
定
し
た
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

　
工
事
内
容
、
運
用
開
始

時
期
、
定
員
に
つ
い
て
伺
う
。

　

工
事
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
室
の
改
修
、
学
童
ク
ラ

ブ
で
実
施
す
る
間
食
等
を
提

供
す
る
た
め
の
冷
蔵
庫
等
電

化
製
品
の
設
置
、
電
気
設
備

の
改
良
工
事
な
ど
を
実
施
す

る
。
運
用
開
始
は
、
令
和
６

年
４
月
１
日
を
予
定
し
て
い

る
。
定
員
は
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
、

60
名
を
想
定
し
て
い
る
。
わ

か
た
け
ク
ラ
ブ
の
定
員
が
40

名
の
た
め
、
定
員
は
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

電
子
化
シ
ス
テ
ム
の
概

要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
紙
の
カ

ー
ド
を
協
賛
店
に
提
示
す
る

こ
と
で
店
舗
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
だ

っ
た
が
、
本
事
業
で
は
、
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で

カ
ー
ド
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

福
生
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
上
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
表
示
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
市
が
サ
ポ
ー
タ

ー
店
舗
の
情
報
な
ど
の
検
索

を
簡
易
に
で
き
る
専
用
サ
イ

ト
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　
負
担
金
額
が
令
和
４
年

度
の
１
０
５
７
万
２
千
円
か

ら
、
今
年
度
は
３
９
１
３
万

３
千
円
と
大
幅
に
増
額
し
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

　

増
額
し
た
理
由
と
し
て
、

電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
い
、

電
気
代
が
約
１
６
０
万
円
の

増
、
自
由
通
路
の
外
壁
補
修

工
事
が
約
２
千
万
円
、
そ
の

他
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
交
換
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
誘
導
柵
の
交
換
等

に
要
す
る
修
繕
料
が
７
０
０

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
英
語
科
の
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
内
容
と
そ
の
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
調
査
で
は
、
リ
ス
ニ

ン
グ
問
題
及
び
記
述
問
題
、

質
問
紙
調
査
に
よ
り
、
前
学

年
ま
で
の
学
習
内
容
の
定
着

状
況
等
を
把
握
す
る
。
調
査

の
活
用
と
し
て
、
教
師
に
よ

る
個
に
応
じ
た
指
導
と
生
徒

に
よ
る
主
体
的
な
学
び
に
つ

な
げ
る
こ
と
、
教
員
が
集
団

の
学
習
状
況
の
傾
向
を
把
握

し
た
り
、
経
年
で
の
変
化
を

確
認
し
た
り
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
英
語
科
の
授
業
改
善

を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

実
施
設
計
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
業
務
委
託
料
２
６
１

８
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

　

令
和
５
年
度
は
、
市
や

特
定
業
務
代
行
者
等
の
要
望

に
よ
り
変
更
と
な
っ
た
工
事

の
追
加
・
変
更
の
コ
ス
ト
の

確
認
や
助
言
の
ほ
か
、
令
和

４
年
度
中
に
予
定
し
て
い
た

が
再
開
発
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
見
直
し
で
未
完
と
な
っ

て
い
る
概
算
取
得
額
協
定
の

締
結
時
に
お
け
る
工
事
費
の

妥
当
性
の
検
証
、
協
定
締
結

後
に
行
う
実
施
設
計
完
了
時

に
お
け
る
工
事
費
の
妥
当
性

の
検
証
な
ど
も
行
う
。

　
消
耗
品
と
避
難
場
所
案

内
標
識
板
面
貼
り
替
え
に
つ

い
て
伺
う
。

　

消
耗
品
の
主
な
も
の
と

産
後
ケ
ア
事
業
委
託

に
つ
い
て

子
育
て
支
援
カ
ー
ド
事
業

に
つ
い
て

学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て

第
五
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

設
置
工
事
に
つ
い
て

拝
島
駅
自
由
通
路
等 

管
理
費
負
担
金
に
つ
い
て

災
害
対
策
事
業に

つ
い
て

ご
み
指
定
収
集
袋
製
造

等
委
託
料
に
つ
い
て

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
予
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

福
生
駅
西
口
地
区
公
共

施
設
の
整
備
に
つ
い
て

令和５年度　各会計別予算規模（人口 R5.1.1現在 56,201人）

会 計 区 分 令和５年度予算 前年比（％）市民1人当たりの額

一 般 会 計 272億8,000万円 4.2 48万5,401円
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 67億1,508万3千円 1.3 11万9,483円

介 護 保 険 特 別 会 計 52億9,698万8千円 8.2 9万4,251円

後期高齢者医療特別会計 14億7,212万5千円 5.7 2万6,194円

総 合 計 407億6,419万6千円 4.3 72万5,329円

下水道事業会計

収　入 支　出

収 益 的 収 支 16億490万4千円 14億5,143万8千円

資 本 的 収 支 3億9,412万9千円 9億4,147万5千円

声の市議会だより声の市議会だより
　視覚障害者の方で市議会
だよりの音訳版をご希望の
場合はご連絡ください。

議会事務局
☎042-551-1523

市議会インターネット中継
配信内容　 本会議のライブ配信内容　 本会議のライブ

映像と録画映像映像と録画映像

※多摩ケーブルネットワークでも※多摩ケーブルネットワークでも
本会議の生中継を放映します。本会議の生中継を放映します。

こちらのＱＲコードから
ご覧いただけます→

防衛省北関東防衛局から
感謝状が贈呈されました

横田飛行場の運用が円滑かつ安定的に行えるよう国の防
衛行政の遂行に協力するとともに、議会及び住民の理解の
増進に努めた功績に対し、福生市議会議長へ感謝状が贈呈
されました。 ▲北関東防衛局扇谷局長（右）と清水議長（左）
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内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
容
積
率
の
算
定
基

礎
と
な
る
延
べ
面
積
の
規
定

を
変
更
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
12
号)

　
普
通
交
付
税
及
び
特
定
防

衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
の
増
額
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
指
定
管
理
者
へ
の
休
業

等
補
償
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
４
２
８
４
万
２
千
円

を
追
加
し
、
３
０
１
億
２
３

０
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算(
第
１
号)

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
で
令
和
３
年

度
決
算
が
認
定
さ
れ
、
負
担

金
の
精
算
額
及
び
繰
越
金
が

確
定
し
た
こ
と
等
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
８

８
４
１
万
円
を
追
加
し
、
14

億
８
１
１
４
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

２
７
２
億
８
千
万
円
と
す
る

も
の
で
、
２
年
連
続
で
過
去

最
大
と
な
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

67
億
１
５
０
８
万
３
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

52
億
９
６
９
８
万
８
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

14
億
７
２
１
２
万
５
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
を
16

億
４
９
０
万
４
千
円
、
支
出

を
14
億
５
１
４
３
万
８
千
円
、

資
本
的
収
支
の
収
入
を
３
億

９
４
１
２
万
９
千
円
、
支
出

を
９
億
４
１
４
７
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
　
市
道
と
し
て
機
能
し
て
い

な
い
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
各
会
派
に
交
付
す
る
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
、
年
度
途

中
に
任
期
が
満
了
す
る
場
合

の
交
付
の
方
法
を
明
確
化
し
、

適
正
な
交
付
と
な
る
よ
う
規

定
を
改
め
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
13
号)

　
地
方
特
例
交
付
金
の
増
額

及
び
富
士
見
通
り
線
整
備
事

業
等
の
翌
年
度
繰
り
越
し
を

行
う
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
６
万
３
千
円
を
追

加
し
、
３
０
１
億
２
３
７
万

１
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　
国
が
示
し
た
令
和
５
年
度

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

へ
の
体
制
整
備
や
、
保
育
所

及
び
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
等

の
安
全
対
策
等
実
施
の
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７

億
３
１
７
１
万
１
千
円
を
追

加
し
、
２
８
０
億
１
１
７
１

万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

●
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
坂
本
和
良
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
宇
田
剛

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
会
議
及
び
委
員
会
の
欠
席

の
届
出
並
び
に
請
願
書
の
記

載
事
項
の
規
定
を
改
め
る
た

め
、
規
則
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
兼
職
の
禁
止
に
係

る
規
定
を
改
め
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
の
扶
養
手
当
の
支
給

に
係
る
配
偶
者
の
定
義
及
び

職
員
の
介
護
休
暇
に
係
る
要

介
護
者
の
定
義
を
改
め
る
な

ど
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
予
防
接
種
医
、
学
校
医
及

び
学
校
歯
科
医
に
係
る
報
酬

の
額
を
改
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
管
理
職
職
員
の
給
料
を
減

額
す
る
期
間
を
令
和
５
年
度

ま
で
延
長
す
る
も
の
。

●
福
生
市
子
ど
も
・
子
育
て

審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
引
用
規

定
の
整
理
の
ほ
か
、
令
和
５

年
度
の
組
織
改
正
に
伴
い
、

規
定
を
整
理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
懲
戒
に
係
る
権
限
の

濫
用
禁
止
に
関
す
る
規
定
を

削
除
す
る
な
ど
の
改
正
を
す

る
も
の
。

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
厚
生
労
働
省
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育
事

業
所
等
に
お
け
る
安
全
計
画

の
策
定
に
関
す
る
規
定
及
び

自
動
車
を
運
行
す
る
際
の
利

用
乳
幼
児
の
所
在
の
確
認
に

関
す
る
規
定
を
追
加
す
る
な

ど
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
厚
生
労
働
省
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
学
童
ク
ラ
ブ
事

業
所
に
お
け
る
安
全
計
画
及

び
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に

関
す
る
規
定
並
び
に
自
動
車

を
運
行
す
る
際
の
利
用
者
の

所
在
の
確
認
に
関
す
る
規
定

を
追
加
す
る
な
ど
の
改
正
を

す
る
も
の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児

一
時
金
の
額
を
改
め
る
も
の
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
が
創
設
さ
れ
、

福
生
市
に
お
い
て
も
入
居
要

件
の
同
居
親
族
の
定
義
を
改

め
る
ほ
か
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度

障
害
者
に
係
る
入
居
除
外
の

規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供

給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

第
二
市
営
住
宅
Ｂ
棟
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
の
生
活
協
力
員
と
同

居
す
る
者
に
関
す
る
要
件
の

規
定
を
整
理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
不
採
択

○
消
費
税・適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
延
期
を
働
き
か

け
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
（
５‐１
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
複
数
税
率
の
下

で
も
適
正
な
課
税
を
確
保
す
る
た
め
、
売

手
が
買
手
に
対
し
、
正
確
な
適
用
税
率
、

税
額
を
伝
え
る
仕
組
み
と
し
て
導
入
す
る

も
の
で
あ
り
、
適
正
な
取
引
や
公
平
な
税

負
担
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

○
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
（
５‐２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
不
明
瞭
で

あ
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、

市
は
、
法
令
遵
守
に
の
っ
と
り
業
務
の
監

視
、
報
告
書
の
内
容
確
認
等
、
適
正
な
運

営
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
って

い
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
憲
法
第
16
条
の
解
釈
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
（
５‐３
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
請
願
権
自
体
は
、
回
答
の
請
求
権
も
含

む
複
合
的
な
権
利
と
考
え
る
と
と
も
に
、

福
生
市
議
会
で
は
、
陳
情
に
つ
い
て
全
て
審

査
を
行
っ
て
お
り
、
請
願
の
扱
い
に
つ
い
て

の
課
題
認
識
は
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い

難
い
。

○
弁
護
士
費
用
３
億
５
０
０
０
万
円
の
発

生
を
回
避
す
る
措
置
を
求
め
る
陳
情
書（
５

‐４
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
陳
情
者
個
人
の

解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
な

理
由
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
疑
義
が
あ

り
、
必
ず
し
も
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

書
（
５‐５
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
介
護
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
制
度
と

し
て
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
負

担
と
給
付
の
在
り
方
を
見
直
す
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

陳
　
情

陳
　
情

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般
会
計
予
算

に
対
す
る
討
論

■
反
対

　

積
立
金
が
つ
い
に
１
０
０
億
円
を
超

え
、
財
政
調
整
基
金
は
適
正
規
模
の

３
倍
近
い
31
億
円
あ
り
、
も
っ
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
使
う
べ
き
で
あ
る
こ

と
。

　

公
共
施
設
20
％
削
減
に
つ
い
て
、
一

旦
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
直
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
。

　

市
内
循
環
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
）
に
つ
い
て
、
導
入
に
向
け
て
検
討

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

　

市
民
の
根
本
的
な
安
全
の
た
め
、
自

治
体
の
長
と
し
て
基
地
返
還
を
求
め
る

立
場
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
就
学
援
助

枠
の
拡
大
、
少
人
数
学
級
の
準
備
な
ど
、

「
国
が
や
れ
ば
や
る
」
と
全
く
無
関
心

で
あ
り
、
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

２
年
連
続
で
過
去
最
大
の
予
算
と

な
っ
た
が
、
既
存
事
業
の
見
直
し
を
行

い
特
定
財
源
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
臨

時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ
を
ゼ
ロ
と

し
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

ふ
っ
さ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
子

ど
も
政
策
課
の
設
置
、
子
育
て
支
援

カ
ー
ド
事
業
の
電
子
化
及
び
こ
ど
も
食

堂
へ
の
支
援
は
大
い
に
評
価
す
る
。

　

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
地
域
連
携
及
び
地
域
移
行

の
方
向
性
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
確

認
し
た
。

　

市
民
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
の
ほ
か
、
効
果
・
効
率
的
な
行
財
政

運
営
や
財
源
の
確
保
、
組
織
の
見
直
し

等
を
評
価
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

子
育
て
施
策
の
強
化
な
ど
、
重
点
的

に
取
り
組
む
施
策
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
事
業
の
Ｄ
Ｘ
化
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
予
算
と
な
っ
て
お
り
、

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ふ
っ
さ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
さ
ら
に
「
子
育
て
す
る
な
ら

ふ
っ
さ
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

　

ま
た
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
向
け
た
準
備
、
出
産
・
子
育
て

伴
走
型
支
援
、
障
害
児
や
医
療
的
ケ
ア

児
の
保
育
体
制
の
強
化
な
ど
、
き
め
細

や
か
な
施
策
を
評
価
す
る
。

　

教
育
行
政
で
は
、
引
き
続
き
「
こ
ど

も
に
と
っ
て
の
最
適
な
教
育
」
を
最
重

要
と
す
る
こ
と
、
西
多
摩
地
区
初
の
電

子
図
書
館
の
実
施
等
を
確
認
し
た
。

　

持
続
可
能
な
街
づ
く
り
及
び
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
予
算
編
成
を
高
く
評
価
し
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

新
た
に
子
ど
も
政
策
課
が
設
置
さ
れ
、

青
少
年
に
関
す
る
こ
と
も
担
う
こ
と
で
、

若
い
世
代
へ
の
支
援
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
評
価
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
に

向
け
た
防
災
研
修
等
の
取
り
組
み
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
促
進
及
び

「
東
京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

評
価
す
る
。

　

ま
た
、
重
層
的
支
援
体
制
に
つ
い
て

は
、
多
様
な
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
た
事
業
で
あ
り
評
価
す
る
。

　

予
算
審
査
で
は
、
全
校
へ
の
生
理
用

品
の
設
置
、
法
人
後
見
事
業
の
開
始
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用

事
業
の
充
実
、
放
課
後
の
学
習
支
援
の

継
続
な
ど
、
多
様
な
市
民
に
寄
り
添
う

多
く
の
事
業
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

子
ど
も
政
策
課
を
中
心
に
、
こ
ど
も

食
堂
や
子
育
て
支
援
カ
ー
ド
事
業
な
ど
、

子
ど
も
政
策
が
広
く
展
開
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
後
は
「
こ
ど
も
計
画
」
の

中
に
子
ど
も
の
意
見
を
体
系
的
に
取
り

込
み
、
子
ど
も
の
幸
福
を
中
心
に
据
え

た
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ふ
っ
さ
」
を
実

現
し
て
い
く
と
の
こ
と
か
ら
、
親
の
収

入
等
に
左
右
さ
れ
な
い
子
ど
も
へ
の
支

援
の
実
現
に
向
け
て
の
第
一
歩
が
踏
み

出
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　

不
登
校
の
児
童
、
生
徒
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
に
い
る

子
ど
も
に
つ
い
て
も
先
生
が
常
に
意
識

を
向
け
る
よ
う
、
学
校
へ
指
導
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
本
予

算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

●
消
費
税
・
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
延
期
を

働
き
か
け
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情
書

●
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
陳

情
書

討　
論

討　
論
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行
い
、
当
時
は
35
路
線
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
２
路
線
が
廃

止
と
な
り
、
今
回
の
路
線
を

含
め
る
と
３
路
線
が
廃
止
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
残
り
は

32
路
線
と
な
る
予
定
。

　
３
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
10
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

●
福
生
市
子
ど
も
・
子
育
て

審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

引
用
規
定
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
で
削
除
さ
れ

た
条
文
内
容
を
伺
う
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

広
い
間
取
り
や
戸
数
の
拡
大

等
、
質
の
高
い
住
戸
が
建
設

可
能
と
な
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

　
自
転
車
駐
車
場
の
指
定

管
理
者
休
業
等
補
償
額
の
算

定
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　

指
定
管
理
者
側
か
ら
は
、

計
画
額
と
決
算
に
よ
る
実
績

額
の
差
で
あ
る
減
収
額
に
対

し
、
さ
ら
に
配
置
や
勤
務
時

間
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ
る

人
件
費
を
節
約
し
た
額
を
差

し
引
い
た
補
償
額
の
要
望
が

あ
っ
た
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
等
の
社
会
状
況
の
変
化
や

決
算
額
が
確
定
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
鑑
み
、
令
和
３
年

度
の
収
入
か
ら
支
出
を
差
し

引
い
た
赤
字
分
を
補
償
す
る

こ
と
と
し
た
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　

令
和
４
年
度
予
算
で
は
、

下
水
道
使
用
料
が
全
国
で
３

番
目
に
安
い
と
確
認
し
た
が
、

令
和
５
年
の
様
子
に
つ
い
て

伺
う
。

　

令
和
５
年
度
も
変
わ
ら

ず
、
全
国
３
位
で
あ
る
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て　

道
路
と
し
て
実
態
が
な

く
、
機
能
を
有
し
て
い
な
い

道
路
は
、
市
内
に
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
。

　
平
成
29
年
度
に
調
査
を

　
３
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

親
族
要
件
の
定
義
の
変

更
と
は
。

　

同
性
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

関
係
の
相
手
方
を
事
実
上
、

親
族
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

も
の
と
し
て
定
め
る
。
な
お
、

都
が
受
理
し
た
宣
誓
届
出
の

受
理
証
明
書
で
確
認
す
る
。

●
福
生
市
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

今
ま
で
に
改
正
の
対
象

と
な
る
里
子
や
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
関
連
の
相
談
は
あ
っ
た

か
、
対
象
は
何
戸
か
伺
う
。

　

相
談
の
記
録
は
な
く
、

対
象
は
１
戸
で
あ
る
。

●
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

条
例
改
正
で
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
伺
う
。

　
福
生
駅
西
口
地
区
市
街

地
再
開
発
が
行
わ
れ
た
場
合

の
共
同
住
宅
建
築
に
お
い
て
、

省
エ
ネ
に
資
す
る
給
湯
設
備

の
設
置
さ
れ
る
機
械
室
等
の

床
面
積
が
建
物
全
体
の
容
積

率
の
算
定
対
象
外
と
な
り
、

に
関
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
中

で
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
に
改

め
ら
れ
た
た
め
、
削
除
と
な

っ
た
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

条
文
の
懲
戒
権
の
濫
用

禁
止
に
関
す
る
規
定
の
削
除

の
理
由
を
伺
う
。

　

民
法
に
お
い
て
懲
戒
に

関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
、

子
の
人
格
の
尊
重
等
に
関
す

る
規
定
が
新
た
に
追
加
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
児
童
福

祉
法
の
関
係
法
令
に
お
い
て

懲
戒
に
関
す
る
規
定
が
削
除

さ
れ
た
た
め
。

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
他
の
社
会
福
祉
施
設
と

併
せ
て
設
置
す
る
場
合
の
改

正
内
容
を
伺
う
。

　

例
え
ば
、
小
規
模
保
育

所
と
児
童
発
達
支
援
事
業
所

の
併
設
に
お
い
て
、
保
育
に

支
障
が
な
い
限
り
設
備
及
び

職
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
児
童
発
達

支
援
の
利
用
児
童
を
小
規
模

保
育
所
の
保
育
室
で
保
育
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

●
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
業
務
継
続
計
画
の
規
定

に
関
す
る
背
景
を
伺
う
。

　

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会
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議案第３号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例及び福生市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第４号 福生市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第５号 福生市の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第６号 福生市子ども・子育て審議会条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第７号 福生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第８号 福生市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第９号 福生市学童クラブの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第10号 福生市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第11号 福生市営住宅条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第12号 福生市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第13号 福生市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第14号 令和４年度福生市一般会計補正予算（第12号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第15号 令和４年度福生市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第16号 令和５年度福生市一般会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第17号 令和５年度福生市国民健康保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第18号 令和５年度福生市介護保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第19号 令和５年度福生市後期高齢者医療特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第20号 令和５年度福生市下水道事業会計予算 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第21号 市道路線の廃止について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第22号 福生市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第23号 令和４年度福生市一般会計補正予算（第13号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第24号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第25号 福生市教育委員会委員の任命について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
委　員　会　提　出　議　案

委員会提出議案第１号 福生市議会会議規則の一部を改正する規則 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） ネット：生活者ネットワーク録画映像をご覧いただけます

▲�廃止となった市道路線▲不動の森こども園(旧本町保育園)を現地視察
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編

集

後

記

令
和
５
年
３
月
定
例
会
は
、

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
策

を
講
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
査
は
、
各
部
の
部

課
長
の
み
の
委
員
会
室
へ
の

入
室
と
し
ま
し
た
が
、
活
発

な
質
疑
の
も
と
十
分
な
審
査

が
で
き
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会
が
不
動

の
森
こ
ど
も
園（
旧
本
町
保
育

園
）を
視
察
。
現
地
調
査
は
委

員
会
の
重
要
な
権
能
で
す
。

引
き
続
き
必
要
な
調
査
は
し

っ
か
り
行
い
ま
す
。

１
月
に
議
会
運
営
委
員
会

で
兵
庫
県
西
脇
市
を
行
政
視

察
。
委
員
は
も
と
よ
り
、
正

副
議
長
、
委
員
外
議
員
を
含

め
13
名
の
議
員
で
議
会
改
革

等
の
取
り
組
み
を
調
査
。

西
脇
市
で
は
市
民
向
け
の

議
会
報
告
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン

予
算
広
聴
会
、
市
民
団
体
と

の
課
題
懇
談
会
、
高
校
で
の

議
会
報
告
会
な
ど
、
福
生
市

議
会
に
は
な
い
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
議
会

の
行
政
監
視
・
政
策
形
成
機

能
の
強
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

の
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

災
害
対
応
方
針
や
感
染
症

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
等
の
議

会
改
革
の
成
果
を
活
か
し
つ

つ
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会

と
な
る
よ
う
、
改
選
後
の
取

り
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ん
で

見
つ
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
３
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
東
京
都
と
基
地
周
辺
５

市
１
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

　
令
和
４
年
12
月
に
横
田
基

地
に
関
す
る
東
京
都
と
周
辺

市
長
連
絡
協
議
会
が
国
及
び

米
軍
に
提
出
し
た「
令
和
４

年
度
横
田
基
地
対
策
に
関
す

る
要
望
書
」に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

２　
東
京
都
が
実
施
し
た
航

空
機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
東
京
都
環
境
局
が
実
施
し

た
令
和
３
年
度
の
横
田
基
地

や
羽
田
空
港
等
の
周
辺
の
航

空
機
騒
音
の
調
査
結
果
が
東

京
都
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
市

内
で
は
、
第
二
中
学
校
と
第

五
小
学
校
で
調
査
さ
れ
て
い

る
が
、
と
も
に
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
た
。

３　
令
和
５
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
の
実
施
予
定
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
７
月
の
市
議
会

及
び
委
員
会
に
よ
る
防
衛
省

に
対
す
る
要
請
行
動
で
、
採

択
を
強
く
要
望
し
て
い
た
令

和
５
年
度
実
施
予
定
の
全
事

業
が
採
択
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
た
。

４　
令
和
５
年
度
基
地
関
係

国
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
の
政
府
予
算

案
に
お
け
る
防
衛
省
と
総
務

省
の
基
地
関
係
予
算
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　
１
月
及
び
３
月
の
戦
闘
機

の
飛
来
に
対
し
、
横
田
基
地

周
辺
市
町
基
地
対
策
連
絡
会

か
ら
要
請
を
行
っ
た
。

　
３
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
福
生
市
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
12
月
９
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
16
日
ま
で
の

間
51
回（
総
計
４
５
１
回
）福

生
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ

れ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
も

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
時

に
、
業
務
の
継
続
的
な
実
施

や
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る

た
め
、
策
定
す
る
必
要
性
が

生
じ
た
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

出
産
育
児
一
時
金
50
万

円
に
よ
る
市
の
影
響
額
は
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、

出
産
件
数
を
90
件
と
見
込
み
、

７
２
０
万
円
の
増
額
と
な
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）

(

市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分)

　
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
に
対
す
る
繰
り
出
し
金

の
た
め
、
特
に
質
疑
は
な
し
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

区
市
町
村
支
援
事
業
補
助
金

の
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

分
に
お
け
る
施
設
偏
在
分
の

交
付
額
を
伺
う
。

　

令
和
４
年
度
の
住
所
地

特
例
に
関
わ
る
施
設
偏
在
分

と
し
て
、
約
５
９
３
万
円
と

示
さ
れ
て
い
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
第
３
期
福
生
市
国
民
健

康
保
険
デ
ー
タ
へ
ル
ス
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
事
業
者

選
定
の
考
え
方
を
伺
う
。

　

効
果
的
・
効
率
的
な
保

健
事
業
の
実
施
の
た
め
、
今

ま
で
の
実
績
や
よ
り
精
度
の

高
い
デ
ー
タ
分
析
が
可
能
な

事
業
者
を
選
定
す
る
。

　
特
定
健
康
診
査
受
診
勧

奨
委
託
及
び
特
定
保
健
指
導

委
託
の
債
務
負
担
行
為
の
内

容
を
伺
う
。

　
特
定
健
康
診
査
と
特
定

保
健
指
導
の
双
方
の
事
業
の

連
携
が
必
須
で
あ
り
、
令
和

５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に

ま
た
ぐ
特
定
保
健
指
導
と
、

令
和
６
年
度
の
特
定
健
康
診

査
受
診
勧
奨
を
一
つ
の
契
約

と
す
る
。

　
糖
尿
病
治
療
中
断
者
受

診
勧
奨
通
知
委
託
料
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ

ず
、
か
つ
糖
尿
病
の
治
療
を

中
断
し
て
い
る
方
を
対
象
に

受
診
勧
奨
を
実
施
す
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

費
の
増
額
理
由
を
伺
う
。

　
被
保
険
者
の
増
加
に
伴

う
要
介
護
認
定
者
の
増
に
加

え
、
国
に
よ
る
令
和
４
年
10

月
か
ら
の
介
護
職
員
等
の
処

遇
改
善
を
目
的
と
し
た
職
員

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
加
算
新
設

の
影
響
に
よ
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
歯
科
健
康
診
査
事
業
の

目
標
値
を
伺
う
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
に
わ
た
る
過
去
３
年

間
の
75
歳
以
上
の
歯
科
健
康

診
査
受
診
率
の
平
均
値
と
な

っ
て
い
る
。

　
３
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

４
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

●
福
生
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

今
回
の
条
例
改
正
の
背

景
に
つ
い
て
伺
う
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
へ

の
対
応
が
課
題
と
な
り
、
地

方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
が
東
京
都
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
利
用
し

て
、
扶
養
手
当
の
申
請
を
す

る
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

伺
う
。

　
東
京
都
発
行
の
受
理
証

明
書
に
加
え
、
同
一
世
帯
の

住
民
票
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
の

収
入
を
証
明
す
る
書
類
の
提

出
が
必
要
と
な
る
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

今
回
の
報
酬
額
算
定
の

根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　
国
の
人
事
院
勧
告
の
改

定
率
を
参
考
に
し
て
お
り
、

令
和
４
年
の
人
事
院
勧
告
の

改
定
率
０
・
23
％
を
適
用
し

て
算
出
し
て
い
る
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

今
回
の
措
置
に
よ
っ
て

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
何
％

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

　

現
段
階
で
算
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
措
置

に
よ
り
、
令
和
５
年
度
に
お

い
て
は
１
ポ
イ
ン
ト
か
ら
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
程
度
の
抑
制
効

果
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）

(

総
務
文
教
委
員
会
所
管
分)

　
地
域
体
育
館
管
理
運
営

事
業
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
の
指
定
管
理
者
休
業
等
補

償
金
が
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
補
償
さ
れ
た
の
か
。

　
指
定
管
理
者
か
ら
令
和

３
年
度
分
の
損
失
補
填
に
つ

い
て
令
和
４
年
８
月
に
要
望

が
出
さ
れ
、
査
定
額
の
審
査

や
協
議
、
確
認
を
重
ね
た
こ

と
で
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
っ

た
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
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決
定
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特
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次回定例会【令和5年第2回】のお知らせ（予定）
日 月 火 水 木 金 土

6/11 12 13 14 15 16 17

本会議
午前10時開会

18 19 20 21 22 23 24

常任
委員会
午前10時開会

25 26 27 28 29 30 7/1

議会運営
委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和５年６月13日～６月30日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
※日程は変更になることがあります。

一般質問 一般質問 一般質問 一般質問

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 第二回調査結果報告【最終報告】
　「新型コロナウイルス感染症対策に関する事項について
調査研究を行うこと」を目的に、４つの事項について２年
間調査した内容を報告書にまとめました。
①福生市における新型コロナウイルス感染症対策について
②新型コロナウイルスワクチン接種事業について
③社会活動等について
④市議会感染症対応マニュアルについて

報告書の全文を市
議会ホームページ
に掲載しています。
上のＱＲコードから
ご覧いただけます。


